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I 細胞運動の力発生に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for generating motive force of cell motility 

  

                                                                  横田悦雄・新免輝男  

                                                                  Yokota, E., Shimmen, T. 
 
細胞の機能発現において細胞骨格は重要な役割を果たしている。植物細胞の原形質流動および原生動物のアメーバ運動に

おけるアクチン系細胞骨格の役割を解析した。植物細胞において、小胞体の輸送にはアクチン・ミオシン系が関与すること

が示唆されていたが、証明はなされていなかった。我々が生化学的に同定したミオシンXI が小胞体の輸送に関与している

ことを明らかにした。また、原形質連絡の形成にアクチン・ミオシンXI が関与していることを明らかにした。 

 

 

Ⅱ 植物の形態形成に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for morphogenesis in plants 
 
                                                                    園部誠司・新免輝男 

                                                                    Sonobe, S.,  Shimmen, T.  
 
植物における形態形成の機構について解析した。特に、アオミドロの接合に関して顕著な成果を得た。アオミドロの接合

は教科書に紹介される現象であるが、その機構は明らかではない。これは、培養したアオミドロを用いて、実験室で再現性

良く接合を誘導することが難しいためである。本研究室において、アオミドロの接合を再現性良く誘導すること成功した。 

 

Ⅲ 膜の機能発現に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for membrane function 
 

                                                                      新免輝男 

                                                                      Shimmen, T. 
 
  植物細胞が圧力変化を受容することは知られているが、その機構は明らかではない。本研究室では車軸藻の利点を活かし、

植物膜の機能を解析している。圧刺激により発生する脱分極には非常に長い不応期が存在する。この不応期にはタンパク質

合成が関与していることを明らかにした。 
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